
 

美味しい食事に、家族との会

話に、思わず にっこり。 

 

写真 日帰り旅行  

  



 

（２） 

五葉の詩 

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を

観
戦
し
て 

施
設
長 

菊
池
久
仁
彦 

 

冒
頭
、
題
目
の
「
観
戦
し
て
」
は
「
テ
レ
ビ
観
戦

し
て
」
で
す
。（
だ
べ
な
）。 

ま
ず
、
こ
れ
ほ
ど
盛
り
上
が
る
と
は
思
っ
て
も
い

な
か
っ
た
。
知
る
限
り
で
は
本
大
会
で
大
き
な
混
乱

は
な
く
、
ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン
は
マ
ナ
ー
が
良
い
、
と

の
事
。
残
念
だ
っ
た
の
は
憎
き
台
風
に
よ
る
釜
石
他

の
会
場
で
試
合
中
止
と
三
位
決
定
戦
な
の
に
地
上

波
放
送
が
な
い( ﾟ

Дﾟ)

そ
し
て
ウ
ル
グ
ア
イ
代
表

の
醜
態
。
特
に
も
ウ
ル
グ
ア
イ
代
表
は
釜
石
会
場
を

盛
り
上
げ
て
く
れ
た
だ
け
に
残
念
で
し
た
。 

片
や
釜
石
で
の
試
合
が
中
止
と
な
っ
た
カ
ナ
ダ

代
表
は
市
内
で
泥
カ
キ
の
お
手
伝
い
。
ナ
ミ
ビ
ア
代

表
は
宮
古
市
で
市
民
と
交
流
。
血
気
盛
ん
な
猛
者
た

ち
の
心
優
し
い
一
面
は
随
所
で
話
題
と
な
り
ま
し

た
。 決

勝
の
南
ア
対
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
見
応
え
の
あ

る
試
合
で
し
た
。
南
ア
の
小
兵
コ
ル
ビ
選
手
の
最
後

の
ト
ラ
イ
は
圧
巻
で
し
た
。
全
試
合
（
全
部
観
た
わ

け
じ
ゃ
な
い
け
ど
ね
）
を
通
じ
て
印
象
に
残
っ
た
の

は
、
準
決
勝
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
対
Ｎ
Ｚ
戦
で
ハ
カ
の
最

中
に
ア
ッ
プ
で
映
し
出
さ
れ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
主

将
フ
ァ
レ
ル
選
手
の
不
敵
な
笑
み(;^_^A 

こ
れ
ほ
ど
ラ
グ
ビ
ー
に
ハ
マ
っ
た
の
は
、
三
十
五

年
程
前
の
新
日
鉄
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
部
のⅤ

７
以
来

で
す
ね
。
当
時
、
同
級
生
数
名
と
国
立
へ
応
援
に
行

き
ま
し
た
。
沢
山
の
大
漁
旗
と
大
声
援
。
痛
み
止
め

を
打
ち
な
が
ら
出
場
し
た
司
令
塔
松
尾
の
指
示
が

歓
声
で
選
手
に
聞
こ
え
ず
手
で
大
き
く
８
の
字
を

書
い
て
№
８
の
千
田
（
だ
っ
け
？
）
に
パ
ス
す
る
と

指
示
し
て
、
そ
の
通
り
に
ボ
ー
ル
を
出
し
て
ト
ラ
イ
。

国
立
が
壊
れ
る
の
で
は
と
い
う
大
歓
声
。
ノ
ー
サ
イ

ド
後
に
仲
間
か
ら
肩
車
さ
れ
て
大
き
く
手
を
広
げ

た
松
尾
の
笑
顔
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
な
。 

あ
の
頃
は
選
手
が
倒
れ
る
と
『
魔
法
の
ヤ
カ
ン
』

が
飛
び
出
し
た
も
の
で
す
。
あ
れ
で
水
を
か
け
ら
れ

る
と
倒
れ
て
い
た
選
手
は
立
た
ざ
る
を
得
な
い
の

で
す
、そ
う
叩
き
こ
ま
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う（
笑
）

そ
う
い
え
ば
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
ヤ
カ
ン
は
登

場
し
ま
せ
ん
で
し
た
ね
（
何
故
か
な
） 

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
中
の
Ｃ
Ｍ
も
良
か
っ
た
で
す

よ
ね
。
中
で
も
ク
ボ
タ
の
水
を
運
ぶ
少
年
。
折
し
も

令
和
天
皇
は
世
界
の
水
問
題
に
関
心
を
お
持
ち
で

お
ら
れ
る
と
か
。
是
非
と
も
、
全
世
界
の
水
問
題
が

解
決
す
る
よ
う
に
祈
っ
て
頂
き
た
い
も
の
で
す
。

（
チ
コ
ち
ゃ
ん
が
『
天
皇
の
仕
事
は
祈
る
こ
と
』
っ

て
言
っ
て
た
）。 

な
ん
だ
か
ん
だ
で
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

は
成
功
に
終
わ
り
ま
し
た
。
翌
日
の
テ
レ
ビ
で
は
、

一
部
の
外
国
人
フ
ァ
ン
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
報
じ

ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
何
言
っ
て
ん
だ
か
、
日
本

人
の
意
味
の
分
か
ら
ぬ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
騒
ぎ
よ
り
全

然
問
題
な
い
範
囲
で
す
か
ら
。 

さ
て
、
次
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
最
近
の
ヒ
ッ
ト
は

何
と
い
っ
て
も
マ
ラ
ソ
ン
と
競
歩
の
札
幌
移
転
。
小

池
都
知
事
の
怒
り
が
画
面
を
通
し
て
感
じ
ら
れ
ま

し
た
ね
。
マ
ラ
ソ
ン
と
競
歩
だ
け
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

と
一
緒
に
や
れ
ば
い
い
の
に
ね
。
そ
う
も
い
が
ね
ん

だ
べ
な
。
し
か
し
、
某
大
国
の
権
力
が
影
響
し
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
ど
の
競
技
に
し
て
も
真
夏
の
東
京

開
催
は
流
石
に
無
い
な
。
開
催
国
に
名
乗
り
を
上
げ

た
時
に
は
真
夏
開
催
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の

か
な
？
選
ぶ
方
も
分
か
っ
て
い
た
こ
と
だ
と
思
う

が
ね
。
最
初
か
ら
「
日
本
の
ど
っ
か
で
や
る
」
と
し

て
お
け
ば
良
い
の
に
。
っ
て
言
い
な
が
ら
、
夢
中
で

見
て
し
ま
う
ん
だ
べ
ね
。
地
上
波
で
流
し
て
ね
。 

 

令
和
元
年
十
一
月
五
日 

 

木
下
哲
「
こ
の
人
、
一
切
福
祉
は
語
ら
ん
な
」 

藤
原
沙
「
無
理
ム
リ
」



 

（３） 

五葉の詩 

盛岡大学短期大学部から岡本舞凛さん
が保育実習にきました。夢に向かって頑
張ってください！ 

お
盆
に
利
用
者
の
皆
さ
ん
で
、
花
火

大
会
を
行
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
手
持
ち

花
火
を
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
、「
キ
レ
イ
だ

ね
～
」「
も
う
一
本
！
」
と
ワ
イ
ワ
イ

♪
。
ラ
ス
ト
は
園
庭
に
打
ち
上
げ
花
火

が
上
が
り
、
皆
で
「
た
～
ま
～
や
～
」

と
叫
び
な
が
ら
空
を
見
上
げ
て
い
ま

し
た
。 

夏
の
終
わ
り
の
花
火
・
・
・
風
情
が

あ
り
ま
す
ね
っ 

夏
と
い
え
ば
も
う
一
つ
が
ス
イ
カ
。

花
火
を
楽
し
ん
だ
後
は
み
ん
な
で
ス

イ
カ
を
「
が
ぶ
り
っ
」
夏
を
満
喫
し
ま

し
た
。 

 

 

 

 
９月に作業科外出がありました。 
椎茸科は山田方面へのドライブ。海が見えた時は皆さんテンション

が上がっていました。(/・ω・)/ 
健康増進科は遠野方面へドライブした後、外出日がラグビーワール

ドカップの開催日で、会場の上空をブルーインパルスが飛ぶという事
で鵜住居へ行き、会場近くに集まった皆さんと共に貴重な瞬間を体験
してきました。 
農工科は宮古の浄土ヶ浜の遊覧船に乗り、うみねこにエサをやった

り海からの景色を楽しみました。めったに乗る事のない船に乗り興奮
していました。(^^♪ 
手芸科は大船渡方面に出かけて皆さん楽しんでいました。 
三陸道が開通したことで、気軽に遠出ができるようになりました。

またいろいろなところに行きましょう！ 

天気が良かったので坂下に行って
走っている選手を応援しています。 
頑張れー！ 

クリスマス会に参加しました 



 

（４） 

五葉の詩 

今
年
も
、
大
松
趣
味
の
会
・
カ

ナ
・
フ
ラ
メ
レ
小
川
・
釜
石
民

謡
の
会
の
、
歌
、
踊
り
楽
し
ま

せ
て
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

演芸会が 11月２３日に行われました。今年のオープニングの合奏は２０２０応援ソング。
利用者のみんな最初は、お客さんに圧倒され緊張が顔に出ていましたが、「パプリ～カ♫
♪～」と音が聞こえると、笑顔がこぼれ始め楽しくスタート！！ 

手芸科は、いつものトレードマーク！赤のはんてんをなびかせて、音楽にノリノリ？で、笑顔いっぱ
いの踊りを披露しました。農工科は、「Ｔ・Ｔ体操」を行い手芸科の皆さんと一緒に、「Ｔ～Ｔ～ティ
～てぃ～ＴＴっ」と、楽しく体操！身体の凝りも取れた感じ・・・かもねっ(*^^)v 

 



 

（５） 

五葉の詩 

今
年
大
ト
リ
を
飾
る
の
は
、
大
槌
の
雁
舞
道
七
福
神
会
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
七
福
神
の
舞

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

演
目
の
中
で
打
ち
出
の
小
鎚
を
手
渡
さ
れ
た
利
用
者
の
方
は
大
槌
出
身
の
方
で「
こ
ん
な
に
間
近
で
見

れ
た
」
と
感
動
し
て
涙
を
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

美
味
し
い
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

椎
茸
科
に
よ
る
大
松
伝
統
芸
能
の
虎
舞
で
は
今
年

も
お
囃
子
に
合
わ
せ
、
元
気
に
跳
ね
回
り
ま
し
た
。 

職
員
は
と
い
う
と
・
・
ち
ょ
っ
と
息
切
れ
が
・
・
・
。 

  

健
康
増
進
科
は
、
職
員
お
手
製
の
楽
器
と
、
色
と
り

ど
り
な
衣
装
で
身
を
包
み
、健
増
科
全
員
で
音
楽
に
合

わ
せ
て
♪ 

練
習
よ
り
数
段
う
ま
く
演
奏
で
き
た
ね
～
。 

  



 

（６） 

五葉の詩 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

日
帰
り
外
出 

十
月
十
七
日
、
保
護
者
会
主
催
の
日
帰
り
外
出
で
大
船
渡
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
へ
行
き
ま
し
た
。
保
護
者
と
の
面
会
日
と
い
う
事
も
あ
り
、
皆
さ

ん
ワ
ク
ワ
ク
、
ソ
ワ
ソ
ワ
♪
新
し
い
三
陸
道
路
を
通
っ
て
、
大
船
渡

へ
！
昼
食
を
食
べ
、
ビ
ン
ゴ
大
会
も
行
い
ま
し
た
。 

保
護
者
の
皆
様
も
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
は
ど
こ
か
な
～
♬ 

 

 



 

（７） 

五葉の詩 

医
務
だ
よ
り 

 
 

看
護
師 

斉
藤
裕
子 

今
年
も
最
後
の
ひ
と
月
に
な
り
ま
し
た
。 

 

今
年
度
の
各
種
健
康
診
断
も
終
了
し
、
全
員
元
気
に

過
ご
し
て
お
り
ま
す
。 

 

１０
月
２８
日
に
は
嘱
託
医
の
神
林
先
生
に
お
願
い

し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
し
て
い
ま
す
。

又
、
対
象
者
に
は
今
月
５
日
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
感
染
症
対
策
と
し
て
ド
ア
ノ
ブ
、

水
道
の
蛇
口
等
、
頻
繁
に
触
れ
る
場
所
の
消
毒
、
園
内

の
清
掃
を
行
う
と
共
に
、
通
院
等
の
外
出
時
に
は
マ
ス

ク
を
着
用
し
、
予
防
に
心
が
け
て
い
ま
す
。 

 

午
前
と
午
後
の
１
日
２
回
、
交
流
ホ
ー
ム
に
て
ラ
ジ

オ
体
操
と
曲
を
流
し
な
が
ら
の
歩
行
訓
練
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
転
倒
防
止
の
目
的
も
含
め
、
体
を
動
か
す

時
間
を
設
け
て
い
ま
す
。
運
動
会
や
演
芸
会
で
使
用
し

た
曲
が
か
か
る
と
リ
ズ
ム
を
と
っ
て
い
る
姿
が
た
く

さ
ん
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
時
間
帯
は
皆
さ
ん
の
健

康
状
態
、
歩
行
状
態
の
様
子
を
み
る
時
間
帯
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ひ
と
り
ひ
と
り
に
目
を
配
る
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
。
ご
家
族
の
皆
様
も
ご
心
配
な
こ
と
も
お
あ

り
か
と
思
い
ま
す
。
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
い
つ
で
も
お

声
掛
け
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
ま
す
が
、
体
調
に
お

気
を
つ
け
て
年
末
年
始
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

４月 身体測定（身長、体重、血圧） 
６月 歯科検診 
８月 大腸がん検診（便潜血検査:40歳以上） 
   乳がん検診（乳房レントゲン撮影、 

超音波検査:40 歳以上） 
子宮頸がん検診（子宮頸部の細胞検査） 

 

私は４年程前から地元の郷土芸能である「砂子畑鹿踊り」のお囃子と
して笛を吹いています。元々私の地元の小学校では、運動会で地域ごと
の鹿踊りを披露する伝統があります。鹿踊りの他にも小踊り、虎舞、神
楽があり、それぞれやりたい郷土芸能を選ぶ事ができます。どの芸能も
踊り手が少なく、次の世代が出てこない事が悩みですが、ありがたいこ
とに郷土芸能祭等に呼ばれたり、祭りで披露したりと活動の場が継続し
てあることに感謝しています。 
今回は『北上みちのく芸能まつり』の２日目である８月３日の詩歌の

森公園での芸能公演と鹿踊大群舞に参加しました。様々な鹿踊りが集ま
り、歴史を感じると共に良い体験になったと思います。週２～３回、仕
事終わりに集まり練習。構成を決め、太夫（たゆう）と呼ばれる鹿踊り
の長に指導を受けながら細かい動きを確認します。それぞれが鹿踊りや
地域への熱い気持ちを持っており充実した活動です。良かったら某動画
サイトで検索してみてください。(o^―^o)    支援員 藤原 沙織 

９月 基本健康診査（尿、血液、心電図、前立腺癌） 
   結核検診（胸部レントゲン撮影） 
10 月 胃がん検診（胃部レントゲン（造影）撮影） 
11 月 健康診断 
   予防接種（インフルエンザ予防接種） 
※毎月の体重・血圧測定 

医務年間予定 



 

後援会通信 

平素から大松学園後援会会員の皆様には、多大なるご支援を承りまして、厚くお礼申し上げます。 
今年も早師走となり、朝晩はだいぶ寒さも厳しくなりました。年末年始何かとご多忙のことと存じます 
が、お体には十分ご配慮ください。今年度の後援会事業といたしましては、去る１１月２３日の「地域 
交流演芸の会」にて１００万円を、豊心会に寄付いたしました。今後ともご協力お願いいたします。                                       

後援会会長  井ヶ田 昌信 
                                                                            
赤坂  修二様 （千葉県）     ４口 宮島  一男様 （釜石市）     ４口 後藤  節男様 （釜石市）     ４口 
及川  正守様 （釜石市）     ４口 武山  武二様 （釜石市）     ４口 小笠原  スイ様 （釜石市）     ４口 
金崎    晃様 （釜石市）     ４口 畠山  賜考様 （釜石市）     ４口 三浦  重明様 （大槌町）     ４口 
熊谷 千恵子様 （釜石市）     ４口 阿部  秋光様 （釜石市）     ４口 菊池  富雄様 （遠野市）     ４口 
坂本    昇様 （釜石市）     ４口 新村  純子様 （釜石市）     ４口 山崎    港様 （釜石市）     ４口 
押野 エミ子様 （釜石市）     ４口 沼崎  栄子様 （山田町）     ４口 佐々木 育郎様 （大槌町）     ４口 
佐野    満様 （釜石市）     ４口 昆      敏子様 （大槌町）     ４口 小林  優子様 （宮城県）     ４口 
八幡  裕子様 （釜石市）     ４口 川原 恵美子様 （釜石市）     ４口 新沼  貞子様 （大船渡市）    ４口 
中村  雅子様 （釜石市）     ４口 小松  正二様 （東京都）     ４口 柏田  貞夫様 （盛岡市）     ４口 
平野  勝子様 （釜石市）     ４口 横屋  良子様 （釜石市）     ４口 久保田 知愛様 （釜石市）     ４口 
菊地  俊一様 （名古屋市）    ４口 菊池   タキエ様 （釜石市）     ４口 石山  悦雄様 （釜石市）     ４口 
佐野  幸子様 （釜石市）     ４口 松下  ツマ子様 （釜石市）     ４口 小池  テル子様 （釜石市）     ４口 
澤口  勝美様 （釜石市）     ４口 高橋  正弘様 （大船渡市）    ４口 菅原  富雄様 （一関市）     ４口 
昆    福治様 （釜石市）     ４口 星      満枝様 （釜石市）     ４口 柴山  直美様 （釜石市）     ４口 
川﨑    充様 （釜石市）     ４口 鈴子 美恵子様 （釜石市）     ４口 増尾  修一様 （大阪府）     ４口 
吉田  恵子様 （釜石市）     ４口 松木  昭雄様 （釜石市）     ４口 千葉  幸子様 （釜石市）     ４口 
材津  隆男様 （釜石市）     ４口 ダスキン釜石南支店様（釜石市） ２口 野田   泰弘様  （釜石市）        ４口 
日高寺    様 （釜石市）     ２口 西川ショップ２１様（釜石市）    １口 丸山園    様  （釜石市）      ２口 
小泉医院  様 （釜石市）     ２口 三浦石油  様 （釜石市）      ２口 かめやま   様  （釜石市）     ２口 
ことぶき美容院様 （釜石市）    ２口 熊谷  盛樹様 （埼玉県）     ４口 ヘアーサロン田口様（釜石市）  ２口 
佐々木  斉様 （釜石市）     ２口 光板金    様 （釜石市）     ２口 及川  正彦様 （釜石市）     １口 
大和  貞子様 （釜石市）     ２口 渕沢 由美子様 （盛岡市）     １口 澤田  龍明様 （釜石市）     １口 
佐々木 庄一様 （釜石市）     ４口 浅沼  朋子様 （釜石市）     １口 工藤精肉店 様 （釜石市）     ２口 
(株)トヨタレンタリース岩手様          

(釜石市) ２口 
宮古ヤクルト販売(株)釜石営業所様 

（釜石市）２口 
 

 ※ご協力ありがとうございました。 順不同 

 

釜石市手をつなぐ育成会  
年の瀬を迎え今年も育成会では募金活動に協力いたしまし

た。育成会は、赤い羽根募金と歳末募金活動をかれこれ三十

年以上行なっております。 
今年は年末も押し迫った１６日に行い、沢山の善意を受け、参

加してくれた会員は寒さも忘れ暖かい気持ちになったとさ。 
大松で行われた演芸 

会当日も会場に募金箱 
を設置しまして、頂いた 
募金は七百六十五円で 
した。育成会での募金 
と共に、社会福祉協議 
会へ届けさせていただ 
きました。 
ありがとう 

ございました。 

編集後記 
今年もいろいろなニュースがありました。改元から始

まり１０月には即位礼正殿の義が行われテレビの生

中継を見たものです、今年の漢字が発表され令和の

「令」が発表されやっぱり今年は令和尽くしの一年だ

と思われます、皆さんの今年のニュースは何ですか。                       

湊 

 栄養士の木村亜希子さんが、この度釜石市福祉

大会において社会福祉事業功労者として表彰され

ました。 

正月帰省について 
今年は１２月２８日～１月６日まで 
年末年始の帰省期間となっています。 
薬の飲み忘れにご注意ください。 
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